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一関市病院事業として
も右のスケジュールに
合わせて策定を進める

・地域医療構想との整合性
・地域で連携が必要な事項
の意見交換

・介護事業を含む計画
・計画期間は
2024年～2033年の10年

・素案は9月末を目途

・住民や関係者との意見交
換を10月～11月に行う

・2月末までに修正

・策定は3月



ガイドラインが求めるプランの内容 一関市病院事業の方向性

(1)果たすべき役割
・藤沢地域唯一の医科医療機関として、初期救急から入

院、在宅を含めた医療の提供
・自ら運営する介護事業等を含め、地域包括ケアシステ

ム機能が発揮されるための中心的な役割
(2)人材確保と働き方改革
・医師はもとより、医療職や介護職等、様々な人材の確

保が難しい現状がある
・働き方改革の時間外上限規制は、A水準

(3)経営形態の見直し
・介護事業を含めて地方公営企業法を全部適用しており、

今後も一体的な運営を継続
・独立行政法人化などについても検討を継続
(4)感染症への取組
・感染症法による医療措置協定による対応

(5)施設・設備の最適化
・施設、設備の長寿命化に取り組み過大投資とならない

ように努める
・CT(64)、MRI(1.5T）を有し、画像管理加算２を取得

している
・MRIは2026年度に更新予定でより幅広い共同利用を

進める
(6)経営の効率化等
・類似の黒字病院の全国指標を目標とする



地域医療構想関係の方向性

• 病床規模 44床

在宅医療のバックベッドとしても入院機能が必
要であり、病院として最低水準と考えている

• 病床機能 回復期



特に課題であると考える事項

• 急激に進む人口減少等により10年後の患者数が病院としての存
続を難しいものにする状況が考えられる

• 人材の確保に合わせた事業（機能）の選択・集約・効率化も考
えなければならない

• 広い両磐医療圏の中で医療、介護サービスを維持していくため
にどのような連携が望ましいのか、設立母体の垣根を越えて検
討していく場が必要なのではないか？


